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新
市
は
、
兵
庫
県
中
央
部
や
や
南

よ
り
に
位
置
し
、
東
は
篠
山
市
、
三

田
市
、
南
は
小
野
市
、
三
木
市
、
西

は
加
西
市
、
北
は
西
脇
市
と
接
し

て
お
り
、
総
面
積
は
約
百
五
十
七
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
人
口
は

約
四
万
千
人
、
世
帯
数
は
約
一
万
四

千
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
地
形
で
は
、
御
獄
山
、
三
草
山
な

ど
の
山
や
加
古
川（
闘
龍
灘
な
ど
）、

東
条
湖
な
ど
の
雄
大
な
自
然
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
中
国
自
動
車
道
と
国
道
一
七
五
号
・

三
七
二
号
が
交
差
す
る
ま
ち
と
し
て
、

そ
の
利
便
性
を
生
か
し
製
造
業
、

流
通
業
な
ど
が
進
出
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
産
業
が
発
展
し
て
い
ま
す
。

市
街
地
な
ど
の
整
備
が
進
む
一
方
、

釣
り
針
や
鯉
の
ぼ
り
な
ど
の
地
場

産
業
も
有
名
で
、
全
国
有
数
の
産

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
酒

造
好
適
米
の
山
田
錦
が
盛
ん
に
栽

培
さ
れ
、
近
年
で
は
、
地
域
特
性

を
生
か
し
た
近
郊
農
業
や
観
光
農

業
が
発
展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
国
宝
の
朝
光
寺
や
上
鴨
川
住
吉

神
社
、
若
宮
八
幡
宮
な
ど
の
重
要 

文
化
財
を
有
す
る
と
と
も
に
、
県

内
最
大
の
公
園
で
あ
る
播
磨
中
央

公
園
を
は
じ
め
、
ゴ
ル
フ
場
や
温 

    

泉
施
設
（
ぽ
か
ぽ
・
と
ど
ろ
き
荘
）、

東
条
湖
お
も
ち
ゃ
王
国
、
や
し
ろ

鴨
川
の
郷
な
ど
の
観
光
・
レ
ジ
ャ

ー
施
設
も
充
実
し
て
お
り
、
阪
神

地
域
居
住
者
の
気
軽
な
週
末
余
暇
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方

針
は
、「
山
よ
し
！
技
よ
し
！
文
化

よ
し
！
夢
が
き
ら
め
く
☆
元
気
な

ま
ち
　
加
東
」
で
す
。
合
併
に
よ
り
、

さ
ら
に
地
域
の
資
源
で
あ
る
豊
か

な
自
然
環
境
を
生
か
し
、
こ
れ
ま

で
の
ま
ち
づ
く
り
を
継
承
し
つ
つ
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
・
き
ず
な
を
深
め
、

産
業
や
文
化
活
動
の
活
性
化
を
め

ざ
し
、
「
き
ず
な
が
躍
動
す
る
健

や
か
な
ま
ち
」、「
水
と
緑
を
生
か
す

癒
し
の
ま
ち
」、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

支
え
る
快
適
な
ま
ち
」
を
基
本
理

念
と
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

      

　
平
成
十
八
年
三
月
二
十
日
、
「
加
東
市
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
加
東
市
役
所
各
庁
舎
（
社
庁
舎
・
滝
野
庁
舎
・

東
条
庁
舎
）
玄
関
前
で
開
庁
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
社
庁
舎
で
は
、
井
上
国
会
議
員
や
小
林
県
会
議
員
、

北
播
磨
県
民
局
長
な
ど
の
来
賓
の
ほ
か
、
旧
合
併
協
議

会
委
員
や
旧
三
町
の
議
会
議
長
、
旧
社
町
区
長
会
長
、

新
市
議
会
議
員
を
迎
え
、
市
職
員
や
市
民
の
み
な
さ
ん

が
見
守
る
中
、
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
旧
三
町
の
議
会
議
長
、
旧
社
町
区
長
会
長
お
よ
び
小

池
市
長
職
務
執
行
者
に
よ
る
銘
板
除
幕
の
後
、
市
長
職

務
執
行
者
が
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
来
賓
の
方
々
か
ら 

                

                       

祝
辞
を
頂
い
た
後
、
来
賓
の
方
々
や
市
長
職
務
執
行
者

な
ど
に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
新
市
の
船
出

を
祝
い
ま
し
た
。 

　
時
を
同
じ
く
し
て
、
滝
野
庁
舎
、
東
条
庁
舎
に
お
い
て

も
同
様
の
式
典
が
開
か
れ
、
旧
合
併
協
議
会
委
員
や
旧
各

町
区
長
会
長
、
新
市
議
会
議
員
な
ど
の
関
係
者
や
市
職
員
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
出
席
し
、
除
幕
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な

ど
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
た
っ
た
今
、「
加
東
市
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立

っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
か
ら
が
始
ま
り
で
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
で
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」「
笑
い
の
絶

え
な
い
ま
ち
」
と
言
え
る
よ
う
な
明
る
い
ま
ち
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

加
東
市
を
紹
介
し
ま
す
 


